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よ
み
が
え
る
“
幻
の
都
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長
岡
京
と
中
山
修
一
さ
ん

歴
史
が

織
り
な
す
ま
ち

長
岡
京
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

玉
（
後
の
ガ
ラ
シ
ャ
）が
、
乙

訓
地
方
一
帯
を
支
配
し
て

い
た
勝し

ょ
う
り
ゅ
う
じ

龍
寺
城
の
城
主
・
細
川

藤ふ
じ
た
か孝（

後
の
幽ゆ

う
さ
い斎

）の
嫡
子
・
忠た

だ
お
き興

の
元
に
輿
入
れ
し
た
の
は
、
１
５
７ 

８
（
天
正
６
）年
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
と
き
２
人
は
16
歳
、
そ
れ
か

ら
の
約
２
年
間
、
勝
龍
寺
城
で
幸

福
な
新
婚
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
藤
孝
と
忠
興
ら
は
丹

後（
宮
津
市
の
宮
津
城
）に
移
り
ま
し

た
。
玉
の
運
命
が
大
き
く
変
わ
る
の

は
そ
れ
か
ら
２
年
後
の
1
5
8
2

（
天
正
10
）年
、「
本
能
寺
の
変
」
で
、

父
・
明
智
光
秀
が
織
田
信
長
を
討
っ

た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

本
能
寺
の
変
の
後
、
玉
は
“
謀

反
人
”
光
秀
の
娘
と
し
て
処
刑
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
忠
興
の

必
死
の
請
願
に
よ
り
、
丹
後
の

味み

ど

の
土
野（
京
丹
後
市
弥
栄
町
）に
２

年
間
幽
閉
さ
れ
ま
し
た
。

運
命
に
翻
弄
さ
れ
、
悲
し
み

に
く
れ
る
玉
を
救
っ
た
の

は
キ
リ
ス
ト
教
で
し
た
。
1
5
8
7

（
天
正
15
）年
、
玉
は
、
侍
女
の
清

原
マ
リ
ア
に
よ
る
洗
礼
を
受
け
て

入
信
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
洗
礼

名
が
「
恵
み
」
を
意
味
す
る
“
ガ

ラ
シ
ャ
”
で
し
た
。

忠
興
は
、
1
6
0
0（
慶
長

５
）年
に
徳
川
家
康
に
従

っ
て
会
津
の
上
杉
討
伐
に
参
陣
し

ま
す
。
対
す
る
石
田
三
成
は
、
上

杉
討
伐
に
従
っ
た
武
将
の
妻
子
を

人
質
に
し
よ
う
と
、
大
坂
城
下
に

暮
ら
し
て
い
た
ガ
ラ
シ
ャ
の
も
と

に
向
か
い
ま
し
た
。
ガ
ラ
シ
ャ
は
、

自
分
が
人
質
に
な
っ
て
は
忠
興
に

迷
惑
が
か
か
る
と
自
害
を
決
意
。

し
か
し
彼
女
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

教
え
か
ら
、
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
家
老
の
小
笠
原
少し

ょ
う
さ
い斎

の
介
錯
を
受
け
ま
し
た
。
辞
世
の

句
と
し
て
「
ち
り
ぬ
べ
き 

時
知
り

て
こ
そ 

世
の
中
の 

花
も
花
な
れ 

人
も
人
な
れ
」
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

享
年
38
歳
。
こ
こ
に
、
戦
国
の

世
に
咲
い
た
清
ら
か

な
一
輪
の
白
百
合
、

細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
生

涯
は
幕
を
下
ろ
し
た
の

で
す
。新

婚
時
代
を
ガ
ラ
シ

ャ
と
忠
興
が
過
ご
し

た
勝
龍
寺
城
跡
を
勝
竜
寺
城
公
園

と
し
て
整
備
し
た
１
９
９
２
（
平

成
４
）年
か
ら
、
市
民
の
提
案
を

も
と
に
「
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
11

月
の
第
２
日
曜
日
ま
で
の
約
１
週

間
、「
ガ
ラ
シ
ャ
ウ
イ
ー
ク
」
と

し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
市
内

各
地
で
開
か
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
祭
り
の
メ
ー
ン
と

な
る
輿
入
れ
行
列
で
は
、
時
代
装

束
に
身
を
包
み
、
玉（
ガ
ラ
シ
ャ
）

が
、
細
川
忠
興
の
も
と
に
嫁
入
り

し
た
際
の
輿
入
れ
行
列
と
婚
礼
の

儀
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

ガラシャとその父・明智光秀、
細川忠興・幽斎らを主役に、

戦国の世を生きた親子と夫婦の絆
をテーマとする大河ドラマの誘致
活動に取り組んでいます。京都府
内のゆかりの自治体が平成23年に
「NHK大河ドラマ誘致推進協議会」
を設立し、観光イベントでの PR
や署名活動などを展開しています。

ガラシャを
NHK大河ドラマに！
お玉ちゃん

か
つ
て
、
こ
の
地
に
は
長
岡

京
の
都
が
置
か
れ
、
王
城

の
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
期
間
は
、
平
城
京
か
ら
遷
都
さ
れ

た
7
8
4（
延
暦
３
）年
か
ら
7
9
4

（
延
暦
13
）年
に
平
安
京
に
遷
る
ま
で

の
10
年
間
で
す
。
京
域
は
、
現
在
の

長
岡
京
市
・
向
日
市
・
大
山
崎
町
・

京
都
市
の
一
部
に
ま
た
が
る
広
大

な
も
の
で
し
た
。
政
治
の
中
心
は
、

大
極
殿
の
あ
っ
た
向
日
市
の
あ
た

り
で
す
が
、
長
岡
京
市
は
、
京
域
の

南
西
部
に
位
置
し
、“
市い

ち
”
が
置
か

れ
る
な
ど
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
津
川
・
宇
治
川
・
桂

川
な
ど
か
ら
瀬
戸
内
海
ル
ー
ト
へ

と
通
じ
る
水
運
の
良
さ
と
、
山
陽

道
・
山
陰
道
と
の
関
わ
り
か
ら
陸

上
交
通
が
発
達
し
、
多
く
の
人
々

が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
遷
都
か
ら
わ
ず
か

10
年
で
、
次
の
平
安
京
に
都
を
遷

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
岡
京
が

短
い
年
月
で
幕
を
閉
じ
た
理
由
と

し
て
、
洪
水
説
や
早さ
わ
ら良

親し
ん
の
う王

の
怨

霊
説
、
莫
大
な
都
市
開
発
費
が
原

因
だ
と
す
る
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

幻
の
都
と
さ
れ
た
長
岡
京
を

現
実
の
も
の
と
し
て
、
そ

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

地
元
・
久
貝
地
域
に
生
ま
れ
育
っ

た
故
中
山
修
一
さ
ん
で
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
数
人
の
仲
間
と

と
も
に
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）年

に
発
掘
に
着
手
し
、
翌
年
に
は

朝ち
ょ
う
ど
う
い
ん

堂
院
中
門
の
会か

い
し
ょ
う
も
ん

昌
門
跡
を
発

見
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
9
6
1

（
昭
和
36
）年
に
は
大
極
殿
の
調
査

が
行
わ
れ
、
長
岡
宮
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

条
坊
道
路
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、

か
な
り
完
成
度
の
高
い
都
で
あ
っ

た
こ
と
が
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
京
の
ほ
か
に
も
、
市
内

に
は
数
多
く
の
遺
跡
や
古

墳
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
古
墳
時
代
中
期
に
築
造
さ
れ

た
恵い

げ
の
や
ま

解
山
古
墳
は
、
乙
訓
地
域
最

大
の
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
、
国
史

跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
古
墳
を
復
元
し
、
史
跡
公
園

と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。（
平
成
26
年
度
完
成
予
定
）

故中山修一さん

戦
乱
の
世
に
咲
い
た
白
百
合�

― 

細
川
ガ
ラ
シ
ャ

長岡京発見のきっかけとなった田んぼの
付近に建つ「長岡京発見之地」の石碑

長岡京期の出土品
四
しせん

仙騎
きじゅう

獣八
はち

稜
りょうきょう

鏡
「蘇
そみんしょうらい

民将来」呪符木簡

恵解山古墳の出土品
水鳥形埴輪

勝竜寺城公園

勝竜寺城公園にある細川忠興・玉（ガラシャ）像

協議会総会での市長と町長

堂本印象「細川ガラシャ夫人（大阪玉造教
会壁画下絵）」京都府立堂本印象美術館蔵




